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鉄道事故をなくそう/

安心して旅行ができ、列車の安全

を守るため、つぎのようなことは

絶対しないよう、またさせないよ

うにしましょう。・線路に石や物

を置くこと。・列車に物を投げる

こと。・線路や鉄橋を歩くこと。

り大村市政だよ12月下旬号
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消

防

団

で

は

今

年

も

+

ニ

の

で

す

。

即

こ
の
よ
う
に
納
入
組
合
に
は
副

t

z

湘
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
こ
の
期
間
中
は
消
防
団
員
剛

い
ろ
い
ろ
の
利
点
が
あ
り
ま
す
=中

ま
で
年
末
警
戒
を
行
な
う
こ
が
市
内
を
火
災
予
防
む
た
め
叩

か
ら

」
と
に
し
て
い
ま
す
。
査
察
を
行
た
い
ま
す
の
で
、
一

金
一
国
民
年
金
の
保
険
さ
め
に
行
く
こ
と
も
大
変
で
す
納
入
組
合
の
な
い
地
域
の
方
…

巳
こ
れ
は
こ
の
季
節
が
空
気
が
市
民
み
友
さ
ん
の
ご
協
力
を
同

園
田
円
山
料
は
つ
ぎ
の
よ
う
そ
こ
で
納
入
組
合
を
作
つ
て
は
早
く
組
合
を
つ
く
ら
れ
る
沼

町
乾
燥
す
る
う
え
に
、
年
末
の
お
願
い
し
ま
す
D
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K

年
四
回
納
め
る
納
め
る
の
が
一
番
良
い
方
法
ょ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
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で
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ま

た

納

入

組

合

の

あ

る

地

区

沼
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国

一

ま

す

。

現

在

で

は

市

内

に

納

入

組

合

の

方

で

ま

だ

加

入

さ

れ

て

い

な

一

一
あ
わ
た
だ
し
さ
か
ら
、
火
に
期
間
中
午
後
八
時
に
一
分
間

四
月
(
一
、
二
、
=
一
月
分
)
が
百
五
組
合
も
あ

b
、
こ
の
納
い
方
は
、
で
き
る
だ
け
加
入
し

日包
た
い
す
る
注
意
が
治
ろ
そ
か
サ
イ
レ
ン
を
な
ら
し
ま
す

七
月
〈
四
、
玉
、
六
月
分
)
入
組
合
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
在
利
て
く
だ
さ
い
。
(
福
祉
事
務
所
〉

z自
に
左
hν

が
ち
で
あ
る
た
め
、
二
十
八
日
は
午
前
八
時
に
も

お
じ
ト
J
Yゴ
一
郡
山
1
u
u
Jめ
ら
れ
る
社
会
福
祉
事
業
に
寄
付
一
火
に
た
い
す
る
注
意
を
よ
び
演
習
招
集
の
サ
イ
レ
シ
を
三

E

治
こ
し
、
火
災
を
起
さ
友
い
十
秒
な
ら
し
ま
す
。

十
二
月
分
ν

，の
で
忘
れ
守
納
入
す
る
こ
と
市
内
大
里
郷
、
内
野
邦
彦
さ
ん
洞
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一
固
に
ま
と
め
て
納
め
る
②
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ず
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ら
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し
ゃ
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か
も
知
れ
ま
⑤
市
役
所
や
出
張
所
ま
で
わ
ず
ん
は
亡
夫
条
三
郎
さ
ん
の
忌
月
一

4
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軽
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要
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た
め
に
月
掛
け
の
方
法
も
あ
り
④
組
合
に
は
そ
の
保
険
料
納
付
会
福
祉
事
業
に
寄
付
さ
れ
ま
し
一
産
税
ん
さ
一

一

資

険

ぜ

一

ま

す

が

役

所

の

窓

口

に

毎

月
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取
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の

三
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が

た
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定

保
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な
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一
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国

康

ず

み

で

一
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は

健

で

の

め

一

一

月

民

月

民

納

一

一

今

国

る

市

に

一

一

と

め

め

一

生
活
の
安
定
と
・
老
後
の

し
あ
わ
せ
の
た
め
に

を
一
つ
の
こ
ら
歩
調
査
す
る
、

い
わ
ゆ
る
製
造
業
に
関
す
る
国

勢
調
査
で
す
。
本
年
は
と
く
に

一
九
六
三
年
世
界
鉱
工
業
セ
シ

サ
ス
に
参
加
協
力
す
る
た
め
製

造
業
の
ほ
か
に
、
新
た
に
自
動

車
修
理
業
む
事
業
所
も
調
査
対

象
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

該
当
す
る
事
業
所
に
は
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調

査
が
正
し
く
円
滑
に
行
わ
れ
ま

す
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
本
た
治
税
関
係
に
は
使
用
で
き

年
も
ま
た
工
業
統
計
調
査
が
行
た
い
こ
と
に
た
っ

τい
ま
す
の

わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
わ
が
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
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事
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「最近犬の放し飼いが

多くて因る)Jとの声が高

まって治 bます。犬を飼っ

ておられる方はつぎの事項

をよく守ってください。

①できるだけつ注いでくだ

さい。また屋敷内でもみ

だbに放し飼いをしない

ようしましょう。

(g;道路や公園、その他人が

大勢集まる場所に犬をつ

れて行くときは、必ら守

網やクサリ友どで引いて

〈ださい。

この外農作物や家畜、家

主ん、人君主どに被害を与え

たb、ものをこbした bご

み箱を荒す在Eで他人に迷

惑をかけないように注意い

たしましょう。

(保険衛生課)

犬の飼い主にお願い

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い



掴駅前アーケード完成 (5月)ー一一県

内で二番目のアーケード街が大村駅

通 りにできた。 総工費-1 040万同

長さ=138メート ノレ

回農協合併 (4月)一一市は県と協力

して市内農l溺の合併を進め、 1月31日

仮調印し、4月 1日から訟原農協を除

き大付市農協として発足した。
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園須田ノ木に住宅団地 く4月)一一ーこ

の住宅は市の住宅対策の一環として

でき上ったもの。間取は 6帖、 4随

半の t問。建設戸数=45戸、 総工費

=1，860万円

り大村市政だよ

E南川内二号橋(7月〉 一一南川内部

落の入口にあるこの橋は木橋から鉄

筋コンクリ ートの永久橋とな った。

総工費:;;;456万円、 長さ =15，01メ

ートノレ、 rtJ::::4，41メート ノレ

.藤の川排水路完成 (2月〉 一一こ

の工事は都市計画事業三カ年計画

で行った もの。 総工費=1，260万

円、 長さ=636，5メートノレ

年

昭和凶年 4 月2l日第三種 I~f;便物認可
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司
仁
田
の
水
路
完
成

(4
同

γl

こ
れ
は
鈴
間
に
あ
る
潔
減
用
水

路
で
、
新
農
山
漁
村
特
明
助
成
事

業
と
し
て、

半
円
管
水
路
に
改
良

さ
れ
た
も
の
Q

全
長

岡
約

二
千
メ

ー
ト

ル
。
総
工
費
目

二
百
万
円

の、圃圃圃
-

I ~ ζ\ わただ しいな ヌカb 、に も

可附l

l してνい、ますU

今 江も 、よD切 る く、住

みやすい大村市 を作り

あけ るための基礎づく

りが進められ また産

業、文化、教育、社会福

祉の向上のために もみ

んなが協力しあって大

きな成 宋をあけ ました

l砂この一年聞に、 大村市

! 政のう えでおき たおも

! なできご とを、写真で

l まとめて市民みなさん

l に見ていただ きます。

|砂ここで沿互がだ しあっ

i てっ くりあけた大村市

! 政をふりカ、えり、 新し

l い年への希望と決意を

| 新たに しよう Cはあ b

i ませんか。 1 

H日利 f38~手 1 2月 20 日

政市



昭和38年12月初目

賀新庁舎の起工式Cl2
月〉一一1Z月5Iヨ神式

で起工式を行ない、大

村市長が鍬を入れた。

昭和尚年 4rJ Z Z日出云1十ijq;便物認liJ

箇三浦南部農道完成(7月)一一 このんて

j自は目前と満陸右介占¥ぶげ長 1.960メー

トル、IjJ 4メートノLの本格的な産物輸

送直路。総工費=460万円

り大村市政だよ

-

H

マ
東
彼
杵
町
の
武
留
路
郷
が
大

…
…
写
真
に
な
ら
な
か
っ
た
…

村
市
に
編
入
(
七
月
)

お
も
な
で
き
ご
と

而
積
自
て

C
六
平
方
キ
ロ
。

…
マ
池
田

K
住
宅
団
地
(
一
一
月
)
人
口
U

二
百
二
十
九
人
。

…
マ
三
泊
で
ミ
カ
シ
闘
造
成
の
土
世
帯
数
日
四
十
九
戸
。

市
長
や
汗
課
長
が
出
席
し
て
七
…

羽
打
ち
講
習
会
(
二
月
)

月
十
六
日
、
市
政
の
説
明
を
開
…

…
マ
才
一
回
養
鶏
共
励
会
(
二
月
)
佳
O

…

…
マ
市
民
病
院
北
側
病
陳
に
暖
房

u

マ
中
田
柄
(
福
重
)
完
成

開

始

(

二

月

〉

…

〈
七
月
)

…

マ

平

石

橋

(

萱

瀬

〉

花

の

木

橋

口

マ
日
此
庚
道
(
鈴
田
)
{
元
凶

士
一
一
浦
)
完
成
三
一
一
月
)

(
七
月
)

…
マ
南
川
内
市
道
を
整
備
(
一
一
一
月
)

マ
飯
麦
資
金

一
千
五
百
万
円
を

…

…
マ
大
村
公
園
を
整
備
(
四
月
)

農
協
に
予

託

(

七
月
)

…
マ
初
市
議
会
を
招
集
(
五
月
)

四
月
三
十
自
の
市
議
会
議
員
選

マ
新
助
役
に
大
浦
惇
就
任

挙
で
選
出
さ
れ
た
新
議
員
に

よ

(

八

月

)

る
初
市
議
会
を
五
月
八
日
招
集

マ
水
防
協
議
会
を
訪
問山
(
九
月
)
…

…
マ
萱
瀬
グ
ム
が
県
立
公
園
に
マ
国
民
健
康
保
険
で
は
世
帯
主
一
…

(
六
月
)
に
七
割
給
付
を
開
始
(
十
月
)
…

、、，ノ
守
え
川
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-久津の市道を整備 (4月)一一このむ

時は07年J1¥害でこわれてし、たが、この

ほ ど 4 60 メ d トルがき~ ll..、にな っTこ。
総 l二智 =350万円

-駅前大通り開通 (11)1)一一引っiiJ
から11:1道までの長さ 600メー トル

IIJ 20メールの道路で IljJ長がテ ープ

を切った。 総-1て費=5，660万円

a 

-西小ブール完成 (8月〉 一一地元の協

力を1'.J・て、西大村小学校に25メー トノレ

プールができた。総仁費=-=165万円

圏西大村中学校校舎一部完成(3月)一一この校

舎には校長室や職員室、音楽室などの特別教室

があり、総了.費=1.900万円、延面憤=10，076
平方メー トル

-九畜連、大村市で聞く 00月)一一九州迎合畜産夕、

;111会が大村市で聞かれ、 第2回大村市r1f業325もこれ

と協賛 して~~犬に行なわれた。 写真=審夜風J，
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警
察
で
は
、
十
日
か
ら

正
月
三
日
ま
で
旗
末
年
始

の
特
別
警
戒
、
一
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
は
歳
末
交

通
取
締
強
化
を
行
っ
て
い

ま
す
。み

な
さ
ん
も
つ
ぎ
の
こ

と
を
よ
く
守
っ
て
犯
罪
や

交
通
事
故
の
な
い
年
の
瀬

を
送
h
y
、
明
る
く
希
望
に

も
え
た
新
年
を
迎
え
ま
し

ト

ι
λ
ノ
。

大村市政だよ

• 
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-
市
役
所
の

年
末
年
始
事
務
日
程

[

市

役

所

は

十

二

月
一
一
十
九
日

幼
か
ら
一
月
三
日
ま
で
休
ま
せ
て

月
い
た
だ
き
ま
す
。

。
/
臼斗

な
お
、
今
年
は
二
十
八
日
が

鈴
土
曜
日
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

和
税
金
、
保
険
料
な
ど
む
納
入
は

昭
.
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

「

ド

ロ

ポ

ウ

は

心

の

ス

キ

日

:

:
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j
i
-
-
:
:
:
・:
j
i
-
-
:
:
:
・-
j
i
-
-
:
:…

逃
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
①
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
た
い

…

「

明

る

い

正

月

を

迎

え

る

た

め

に

」

…

み

ん

E
力
で
私
た
ち
の
大
村
②
交
き
点
は
一
時
停
止
か
徐
行

を

狙

っ

て

い

る

」

…

…

市

か

ら

暴

力

を

追

放

し

ま

し

ょ

③

踏

切

、

横

断

歩

道

直

前

は

必

歳
末
年
始
の
特
別
警
戎

い

そ

が

し

く

て

も

こ

れ

だ

け

…

歳

末

交

通

取

締

強

化

…

ぅ

。

ら

や

J

一
時
停
止
。

は
守
り
ま
し
ょ
う

f
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j
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自
動
車
を
運
転
す
る
人
④
酒
を
の
ん
で
か
ら
は
車
を
運

①

治

や

す

み

前

に

も

う

一

度

戸

を

つ

け

る

。

あ

と

を

恐

れ

ず

届

け

ま

し

ょ

道

路

を

歩

く

人

、

市

民

転

し

左

い

こ

と

。

締
b
を

確

め

る

。

③

大

金

の

引

き

売

し

は

女

子

供

う

。

」

全

体

の

交

通

道

徳

の

高

歩

く

人

②

家

を

留

守

に

す

る

と

き

は

外

で

は

危

険

で

す

。

戸

¥

れ

ん
隊、

不
良
少
年
の
ゐ
ど
ま
り
こ
そ
事
故
防
止
の
①
右
側
か
歩
道
を
歩
く
こ
と

か
ら
目
立
た
左
い
よ
う
な
戸
⑤
自
動
車
、
自
転
車
、
パ
イ
ク
し
、
た
か
り
、
押
売
り
い
、た

十

か

な

め

で

す

。

②

横

断

す

る

と

き

は

左

右

に

注

締
h
y
を

し

、

隣

近

所

に

よ

く

の

カ

ギ

は

治

忘

れ

左

く

。

ら

な

ど

で

、

不

安

や

迷

惑

を

し

意

し

手

を

あ

け

て

通

る

こ

と

ぜ
ひ
守
っ
て
事
故
防
止
に
ご

た
の
む
。

⑥

押

売
は
玄
関
先
で
キ
ッ
パ
り
て
い
る
方
は
あ

D
ま

せ

ん

か

?

③

自

劃

車

の

直

前

直

後

を

横

切

i

'

l

協
力
く
だ
さ
い
。

⑨
人
ご
み
の
中
で
は
烏
金
や
貴

と

断

ろ

う

。

被
害
が
軽
い
か
ら

、

あ

と

が

恐

ら

左

い

こ

と

。

重
ロ
聞
の
し
ま
い
と
こ
ろ
に
究
「
暴
力
追
放
は
み
ん
な
の
力
で
し
い
か
ら
と
言
っ
て
暴
力
を
見

市
役
所
↑

一一日
U

午
前
中
診
療

税

務

課

す

の

で

縁

故

者

の

方

は

届

け

出

改

葬

理

由

ー
可

H
=一日
1
休
診

徴

収

事

務

は

十
一
一
月
三
十
一
日
て
く
だ
さ
い
。

長

善

寺
境
内
納
骨
堂
建
設
む

支
払
事
務
は
十
二
月
二
十
J

日

ま

で

。

た

だ

し

、

急

患

の

場

合

は

い

ま

で

。

①

墓

地

の

所

在

地

・

墓

地

名

た

め

…ιト

ι
l
i
i
じ

め

…

治

し

せ

ま

り

ま

す

と

支
払
窓

つ
で
も
診
療
い
た
し
ま

す

。

水

道

局

西

宮

市

松

風

町

六

八

t
六
九
届
出
期
間
昭
和
三
十
九
年
一

日

月

四

日

ハ

土

曜

日

)

…

口

が

非

常

に

こ

み

あ

い

ま

す

。

番

地

月

十

日

ま

で

…

マ

仕

事

は

じ

め

…

と

く

に

二

十

八

日

は

土

曜

日

保

険

衛

生

課

水

道

料

金

の

納

入

は

十

二

月

越

木

岩

新

田

墓

地

届

出

先

福

岡

県

柳

川

市

稲

荷

1
月
4
日
〈
土
曜
日
〉
…
に
あ
た
b
ま

す

の

で

代

金

受

領

ご

み

の

搬

出

は

+

二

月

三

十

三

十

一

日

ま

で

水

道

局

の

窓

口

改

葬

の

理

由

町

長

善

寺

-
H

は

早

め

に

す

ま

せ

て

く

だ

さ

い

一

固

ま

で

。

で

取

り

あ

づ
か
い
ま
す

。

土

地

区

画

整

理

事

業

に

よ

る

(

保

険

衛

生

課

)

-D
3W
パb
/

爪
川

F
g
Q

年
末
は
大
掃
除
・
な
ど
で
ご
み
漏
水
や
そ
の
他
小
さ
な
修
理
は
届
出
期
日
昭
和
三
十
九
年
一

市

立

病

院

が

多

く

左

り

、

処

理

で

き

左

く

い

つ
で
も
受
け
付
け
ま
す
の

で

月

十

日

ま

で

・

た

ば

こ

は

市

内

で

年
末
年
始
の
診
療
日
は
つ
ぎ
在
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
早
水
道
局
(
電
話
三
三
四
一
一
一
)
へ
届
出
先
西
宮
市
建
設
部
都
市

む
と
岳
-P
で

す

。

め

に

出

し

て

く

だ

さ

い

。

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

計

画

課

‘
十
一
一
月
三
十
九
日

l
休

診

汚

物

処

理

手

数

料

ま

ニ

+

九

②

墓

地

の

所

在

地

・

墓

地

名

、

{

園

無

縁

墓

地

を

改

葬

H

三
十
日
U

午

前

中

診

療

日

カ

ら

三

十

一

日

ま

で

は

税

柳

j
市
稲
荷
町
一
七
五
ノ
一

司
一
月
一
日
U

休

診

務

課

の

窓

口

で

取

扱

い

ま

す

長

善

寺

墓

地

市
役
所
↑

ー訟
入
役
室

、
κγ 

つ
ぎ
の
墓
地
が
改
葬
さ
れ
ま

運
転
す
る
人

(
大
村
警
察
署
〉• 

い
こ
い
一
箱
で
約
七
円
が
市

の
収
入
と
、
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
た
ば
こ
は
市
内
で
買
い

市
の
財
源
確
保
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。


